
　あっという間に時が過ぎてしまいまし
たが、４月１８日に投票があった「松江
市議会議員選挙」において、４期目の
当選をさせていただきました。
　今回の選挙は、４１名が立候補し３４
の議席を争う厳しい厳しい選挙。そし
て、コロナ禍という状況が加わるなか、
選挙期間中インターネットを利用したブ
ログに８回投稿、Facebookに１４回投
稿しつつ、街頭での演説は１１９回以上
を数えました。

ののうち
まこと
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m a k o t om a k o t o

ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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後 援 会 だ よ り J u l y

４期目の活動を始動

６月定例議会
コロナ対策補正予算などを議決

　改選後初となる６月市議会は、６月２１日
から７月１３日までの２３日間の会期で開会。
このうち、条例関係では、松江市北公園ミニ
遊園地の設置及び管理に関する条例の制

定など８件を議決しました。
　また、新型コロナウイルス感染症対策関
係経費や、市長公約に掲げ早急に取り組む
べき課題への対応など令和３年度一般会
計補正予算２件(７億８，１７７万円余)を議決
したほか、専決処分した令和３年度一般会
計補正予算(新型コロナウイルス感染症対

策、加賀大規模火災関連経費)の承認２件
(３億３，１３３万円余)、専決処分した令和２
年度補正予算の承認１０件(１億１，３８５万
円余)などを原案通り議決しました。

(予算金額や提出議案の詳細は市ホーム
ページや市報等をご覧ください)

開票直後に事務所で上定昭仁新市長と

後援会だより第1号

東出雲公民館表示板の除幕

　街頭演説では、人口減少に取り組む
総合政策として、産み育てる支援・子育
て支援・産業支援・就労環境・福祉や教
育の充実などに取り組む考え方や、都
市計画や交通環境整備など地域に寄り
そうまちづくりを進めて地域課題を解
決していくことなどを訴えました。
　４期目の活動を開始。松江市発展の
ため、また地域の課題の解決のため誠
心誠意頑張ってまいります。

ホームページ、
ブログはこちらから

後援会だよりが４０号を迎えました

　「ののうちまこと後援会だより」が今号で第４０号を迎えまし
た。２０１１(平成２３年)１１月に第１号を発行、それ以来定例市議
会や活動の報告などを内容に年４回発行してきました。テーマカ
ラーにしている濃緑の紙面を待っていただ
いている方もあり、“いつも読んでるよ”と声
をかけていただくととてもうれしいです。
　３か月に１回の発行はすぐにやってきます
が、頑張って今後も発行してまいります。第
１号からのバックナンバーは、「ののうちま
こと公式ホームページ」で全号見ることが
できます。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在70歳)出雲郷小学校→東出雲
中学校→島根県立松江農林高校→東出雲町役場就
職(平成23年3月に町参事を最後に退職)→平成23年
8月松江市議会初当選、平成25年4月2期目当選
平成29年４月３期目当選　令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.４０を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動から

東出雲公民館が４月１日に開館

おちらと村水車修復のお祝い

　５月２４日に東出雲町上
意東の「東出雲おちらと村
」で、地元関係者や揖屋小
学校５年生が出席し、水車
修復の「お披露目会」があ
りました。
　この水車小屋は、元気
高齢者の生きがいづくりと
次世代交流・伝承を目的に
平成１５年に当時の町が建設したもの。当時町の保健福祉課長
として事業全般に関わりました。
　その後数年前から老朽化で止まったままになっていたのを、
地元の「NPO法人かみいとう」が中心となった募金活動やお
ちらと村内の「手づくり館」の皆さんの協力で、この日のお披露
目になったもの。コトンコトンと懐かしい音が再び周囲に響くよ
うになりましたよ。

美保基地の状況説明会

　６月８日、市議会総務委
員会と正副議長で境港市
の「航空自衛隊美保基地」
に出かけました。コロナ禍
の中で美保基地と地域の
関係が希薄になっていると
し、基地内が変わっていく
状況を見て理解を深める

目的の「美保基地状況説明会」でした。
　Ｃ－２輸送機配備や陸上自衛隊美保分屯基地が開設し大型
輸送ヘリコプターＣＨ―４７配備、空中給油・輸送機ＫＣ－４６Ａ
配備など変わっていく状況を聞き、現場視察も行いました。日
本の平和と国民の生命と財産を守る自衛隊。災害派遣での献
身的な活躍も学習させていただきました。

　４月１日に「東出雲公民館」が、東出雲ふれあい会館施設
を新施設完成まで使用して開館。当日は「開館セレモニー」
が同施設前でありました。
　町内４館が統合して誕生した「東出雲公民館」。各地域の

文化活動や地域づくり活動の推
進、地域の融合一体化が進むよ
う活動に期待しています。野々
内は、東出雲公民館運営協議
会顧問として活動を支援してい
きたいと考えています。

７月大雨の被災個所の現地調査を実施

　７月６日からの２回の大雨による被
災個所の調査を７月１５日に行いまし
た。３０か所以上の現地を見ました
が、短時間の異常な大雨によって各
所で災害が発生しており驚きまし
た。早い復旧を促したいと思います。

児童が幕を引き新しい水車を披露

C-2の後部を背景にして

大雨被災現場を視察



け
ま
せ
ん
。今
回
の
火
災
を
教
訓
に

機
材
の
整
備
は
必
要
に
思
い
ま
す
。

　

７
月
６
日

か
ら
と
１２
日

に
松
江
市
は

大
雨
に
襲
わ

れ
、意
宇
川

は一
時
氾
濫
危

険
水
位
を
超

え
堤
防
を
越
水
す
る
状
況
も
あ
り

ま
し
た
。各
地
で
は
建
物・道
路・水

路
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、想
定
外
の
大
雨
が
今
後

は
増
え
て
い
く
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

大
雨
の
場
合
は
、避
難
先
は
避
難

所
か
親
戚・知
人
宅
、自
宅
で
垂
直
避

難
か
と
い
う
選
択
は
自
ら
の
判
断
で

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た

　

予
期
せ
ぬ
時
に
起
こ
る
の
が
災

害
で
す
。４
月
１
日
夕
方
に
発
生

し
た
松
江
市
島
根
町
加
賀
の
大

規
模
火
災
は
、大
き
な
被
害
を
出

し
て
４
月
２
日
１５
時
に
鎮
火
し
ま

し
た
。島
根
県
は
４
月
２
日
に
災

害
救
助
法
を
適
用
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

り
災
者
は
１６
世
帯
４７
人
に
上

り
、全
焼
２２
棟
・
半
焼
０
棟
・
部
分

焼
５
棟
・
ぼ
や
５
棟
の
計
３２
棟
と

山
林
約
２
千
㎡
が
焼
け
る
被
害

が
出
ま
し
た
。

　

強
風
下
、漁
村
の
密
集
地
で
の

火
事
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
た
大
規
模
火
災
で

し
た
。被
災
さ
れ
た
皆
様
や
近
隣

加
賀
大
規
模
火
災
に
学
ぶ

加
賀
大
規
模
火
災
に
学
ぶ

クローズアップ
Assignment close up課

題

最
近
の
災
害
か
ら
学
ぶ
こ
と

地
域
消
防
力
の
向
上
が
必
要

地
域
消
防
力
の
向
上
が
必
要

非
常
時
に
は
地
域
の

非
常
時
に
は
地
域
の

助
け
合
い
が
重
要

助
け
合
い
が
重
要

地
域
の
防
災
力
の
強
化
が
課
題

地
域
の
防
災
力
の
強
化
が
課
題

梅
雨
の
大
雨
か
ら
も
教
訓

梅
雨
の
大
雨
か
ら
も
教
訓

クローズアップ
Assignment close up課

題

7月5日に建設環境委員会で
加賀大規模火災現場を視察

7月7日の意宇川、出雲郷大橋付近

副議長室にて

被災建物等の解体撤去が
完了した島根町加賀の現地

の
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
一
夜
に
し

て
財
産
や
思

い
出
の
品
々
を
焼
失
さ
れ
た
皆
様

の
落
胆
を
拝
察
し
ま
す
が
、３
人
が

軽
い
け
が
を
負
わ
れ
た
も
の
の
犠

牲
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
不
幸

中
の
幸
い
で
し
た
。今
後
の
生
活
の

再
建
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し

た
が
、一
日
も
早
い
立
ち
直
り
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、７
月
６
日
か
ら
の
２
度
に

わ
た
る
梅
雨
の
大
雨
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
、心
か
ら
お
見
舞
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、火
災
に
つ
い
て
は
土

地
の
形
状
や
そ
の
と
き
の
気
候
な

ど
に
よ
っ
て
防
ぎ
よ
う
が
な
い
こ
と

が
要
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、地
元
の
初
期
消
火
へ
の
体

制
や
常
備
消
防
の
体
制
整
備
な
ど
、

課
題
も
多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。今

回
を
教
訓
に
被
害
を
少
な
く
す
る

検
討
と
対
策
が
必
要
で
す
。

消
防
署
の
再
編
状
況

消
防
署
の
再
編
状
況

「
２
消
防
署
２
分
署
６
出
張
所
」を

「
２
消
防
署
４
分
署
１
出
張
所
に
再
編
。

・ 

橋
北
地
区（
１
消
防
署 

２
分
署
）

  

北
消
防
署・北
部
分
署（
未
）・東
部
分
署

●
再
編
後
の
体
制

・ 

橋
南
地
区（
１
消
防
署 

２
分
署 

１
出
張
所
）

  

南
消
防
署・南
部
分
署・

  

西
部（
宍
道
）分
署・

  

湖
南
出
張
所（
救
急
活
動
に
特
化
）

　

ま
ず
、課
題
と
な
っ
た
地
域
消
防

力
の
向
上
等
で
す
。常
備
消
防
は
そ

の
消
防
施
設
が
分
署
等
に
集
約
さ

れ
人
員
体
制
や
機
材
が
充
実
し
て

き
ま
し
た
が
、旧
町
に
１
箇
所
は

あ
っ
た
出
張
所
時
代
か
ら
比
べ
る
と

火
災
発
生
場
所
へ
の
到
着
時
間
の

延
伸
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

次
に
、地
域
の
体
制
整
備
を
図
る

た
め
の
人
材
の
確
保
で
す
が
、火
事

が
発
生
し
た
場
合
は
、常
備
消
防
が

到
着
す
る
ま
で
の
初
期
消
火
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。常
備
消
防
施

設
が
集
約
さ
れ
た
現
在
で
は
よ
り

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
頼
り
に
な
る
消
防
団

組
織
が
あ
り
ま
す
。献
身
的
に
地

域
を
守
る
活
動
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、勤
務
地
や
仕
事
の
関

係
で
近
く
に
消
防
団
員
が
い
る
環

境
は
希
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ

で
、自
主
防
災
組
織
の
実
効
あ
る
組

織
体
へ
の
取
り
組
み
や
、消
防
団
Ｏ

Ｂ
、常
備
消
防
関
係
Ｏ
Ｂ
の
活
用
が

急
務
の
課
題
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

直
接
の
消
火
活
動
で
は
な
く
、消
防

車
両
の
進
入
を
確
保
し
野
次
馬
を

排
除
す
る
た
め
の
活
動
や
消
防
水

利
の
確
保
な
ど
多
方
面
な
支
援
活

動
が
期
待
で
き
ま
す
。そ
し
て
Ｏ
Ｂ

隊
の
組
織
化
と
公
務
災
害
対
策
と

し
て
の
補
償
制
度
が
必
要
と
考
え

ま
す
。地
域
の
協
力
者
の
た
め
の
支

援
の
一つ
で
あ
り
、今
後
も
そ
の
支

援
策
の
実
現
に
努
力
し
た
い
と
考

え
ま
す
。（
※
旧
東
出
雲
町・宍
道
町

で
は
、消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
消
防
協

力
組
織
を
編
成
し
て
い
ま
し
た
。公

務
災
害
補
償
を
つ
け
て
関
係
者
か

ら
安
心
し
て
関
わ
れ
る
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
し
た
）

　

そ
し
て
、「
自
主
防
災
組
織
」の

活
動
も
大
切
で
す
。自
主
防
災
組

織
と
は
大
規
模
な
災
害
の
と
き
は
、

交
通
網
の
寸
断
、通
信
手
段
の
混

乱
、火
災
の
発
生
な
ど
で
消
防
や
警

察
の
早
急
な
救
助
を
得
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、地
域
の

人
々
が
協
力
し
合
っ
て
防
災
活
動

を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、自

分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
心
構
え
で
つ
く
る「
地
域
防
災

の
た
め
の
組
織
」で
す
。

　

東
出
雲
町
を
例
に
と
る
と
、単
位

自
治
会
８４
の
う
ち「
自
主
防
災
組

織
」は
５６
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、結

成
率
は
６６
．７
%（
令
和
２
年
９
月

現
在
）。松
江
市
全
体
の
結
成
率
は

７１
．８
％
で
す
の
で
、も
う
ひ
と
頑
張

り
で
す
。

　

ま
た
、地
域
に
お
け
る
消
防
設
備

で
す
が
、旧
東
出
雲
町
で
は
消
火
栓

の
近
く
に「
ホ
ー
ス
格
納
箱
」が
設

置
さ
れ
初
期
消
火
に
備
え
て
い
ま
し

た
が
、市
内
他
所
で
は
あ
ま
り
見
か

　
５
月
１４
日
開
会
の
松
江
市
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、副
議
長
選
挙
に
よ
っ

て
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。責
任

の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。副
議
長

の
任
期
は
２
年
、議
長
を
補
佐
す
る

役
割
を
果
た
し
つ
つ
、円
滑
な
議
会

運
営
と
議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に

す
が
、命
を
守
る
行
動
は
身
近
な
地

域
の
連
携
や
協
力
も
必
要
で
す
。

　

災
害
に
備
え
た
高
齢
者
な
ど
の

災
害
弱
者
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り

が
全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
お
付
き
合
い
が
有
事

の
際
に
役
に
立
ち
ま
す
。近
く
の
人

が
安
全
か
と
い
う
声
か
け
確
認
も

大
切
で
す
が
、最
近
は
地
域
と
の
関

わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
お
り
有
事
の

際
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。災
害
の
発

生
を
止
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、

被
害
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

地
域
の
助
け
合
い
＝
地
域
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

9
月
定
例
議
会
予
定

9
月
8
日（
水
）

本
会
議（
会
期
の
決
定
、

提
案
説
明・決
算
特
別
委
員
会
設
置
）

決
算
特
別
委
員
会（
正
副
委
員
長
互
選
）

10
月
6
日（
水
）

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）、

閉
会

一
般
質
問

13
日（
月
）

一
般
質
問

14
日（
火
）

一
般
質
問・議
案
質
疑・委
員
会
付
託

15
日（
水
）

決
算
特
別
委
員
会（
質
疑
、分
科
会
分
担・委
託
）

16
日（
木
）

総
務
委
員
会・予
算
委
員
会
総
務
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会・

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

21
日（
火
）

経
済
委
員
会・予
算
委
員
会
経
済
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

22
日（
水
）

経
済
委
員
会・予
算
委
員
会
経
済
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

24
日（
金
）

決
算
特
別
委
員
会（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

予
算
委
員
会（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

29
日（
水
）

総
務
委
員
会・予
算
委
員
会
総
務
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

17
日（
金
）

努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、初
当
選
か
ら
連
続
３０
回

行
っ
て
き
た
一
般
質
問
は
、松
江
市

監
査
委
員
に
引
き
続
き
で
き
な
い

の
が
残
念
で
す
。そ
の
分
、職
務
を

通
じ
て
し
っ
か
り
と
議
員
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
で
の
委
員
会
等
の
所
属
は
、

建
設
環
境
委
員
会
委
員
、総
合
交

通
対
策
特
別
委
員
会
委
員
、松
江

市
総
合
計
画
特
別
委
員
会
委
員
、

ま
た
、玉
井
斎
場
管
理
組
合
議
会

議
員
、松
江
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
も
務
め
ま
す
。


